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ナノシートに分子を並べて機能を発現させる新材料
蹂品四翡忠柔

化学生命プログラム准教授
鍋谷悠

□国
出身：大阪府大阪市
趣味：旅行、飲み歩き
講義：分光分析学、機器分析化学n、等
専門：光化学、機能材料化学

ひとこと
研究には様々 な分野があり、試してみないと分からない
ことが多いです。幅広い経験を積んで、皆さんがおもし
ろい！楽しい！と感じるものを見つけてください。

研究内容
ナノシート反応場を利用した光運動材料の開発
► ナノシート上に分子を並べる技術やその積層構造を作製する技術を
開発し、光反応によってマクロな運動機能の創出を目指しています。
光運動機能を示す材料の中で、分子が光反応によりどのように運動
しているかの運動機能の発現機構解明を目指しています。

ナノスクロール構造を利用した機能材料の開発
► 多フッ素化界面活性剤をナノシート上に配列化させることで、ナノシー
トの形態を制御し、分子スケールのナノ空間をもつナノスクロール素材
を開発しています。

► 光温熱療法におけるナノ薬剤開発を目指してナノスクロールと金ナノ
粒子複合ナノ粒子の開発しています。r丑心匹
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アルカリ型燃料電池用電極触媒の開発と

磁性材料の低温合成 n図
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疇ナノシートの屠間への分子のインターカレーション
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この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 光で駆動する省エネルギー型のアクチュエーターや人工筋肉材料、
分子認識能を有する吸着剤、ナノ薬剤などの開発に役立ちます。

► 研究では新しい化合物を合成してナノシートとの複合体を作製し、
そのミクロな構造や反応性を解析します。研究を通じて物質の合成
技術や分析技術、表面・界面に関する専門知識を身に付けること
ができます。

ナノシート積層材料
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透明性の高いフィルム試料

光応答性を示すナノシート積層フィルムやナノスクロール材料の作製
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光反応により誘起されるフィルムの光屈曲運動やナノスクロールの光伸縮運動

SDGsの達成に向けた微生物のゲノム解析
蹂嵩字認忠嵩

化学生命プログラム准教授
廣瀬遵

図1m酉

出身：福岡県久留米市
趣味：色々 なものを収集してリサイクルすること
講義：分子生物学、微生物工学、細胞生命工学、等
専門：環境微生物学

ひとこと
生命科学は、特に発展が著しい分野です。
また、環境問頴は人類の喫緊の課顆です。
生物の1憂れた機能を利用して持続可能な
開発目標(SDGs)の達成に取愧且みましょう。

研究内容
微生物ゲノムの解析による物質変換能の獲得機構の解明

► 芳香族化合物メタ開裂分解経路の進化

► 染色体組み込み型可動性遺伝因子の探索および水平伝播の解明 冒 巨l
有機性廃棄物および未利用バイオマスの微生物処理による

有効利用化

► メタン発酵副産物の微生物処理と有効利用

► 植物のリグニン由来低分子化合物の微生物変換
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ゲノム解析
Genomic analysis 網
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この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 近年に開発された次世代DNAシーケンサーを利用することで一度に

数百万塩基対の遺伝子の塩基配列を決定できるようになりました。

それに伴って微生物の遺伝情報を解読する技術も飛躍的に進歩し

ました。ゲノム解析によって得られた情報を利用して環境中の微生物

がどのようにして難分解性の芳香族化合物を分解して栄養源として

利用できる機能を獲得したのかを解明することを試みています。また、

ゲノム情報を活用して有機性廃棄物および植物由来の未利用バイ

オマスを医薬品原料や有機肥料などの有用物質に変換する反応系

の開発を行っています。

環境中の微生物
Environmental microbes 
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 物質変換機能の獲得機構の解明 傘

曰uddationof functional evolution machanism ~ 全
➔ HPでの研究紹介 https://www.chem.miyazaki-u.ac.jp/~hirose

蹂嵩粛認俎宮＃
化学生命プログラム准教授
松永直樹

研究内容
アルカリ型燃料電池用電極触媒の開発

► 本研究では、塩基性条件 ” 
下で使用する電極触媒の ．＂
開発を目指しています。 ヒ

t 
► 現在、白金を用いた測定 .. 

-:Hrn 

t 手法の確立を目指していま ・..., 

す。（右図） “ 
► 電極触媒の候補材料とな 曹●

る粉体試料の評価手法の F 

確立を自指しています。 }曹.. 
► 最終的に、高価な白金を ~H
使用せず作動可能な次世 ；．，
代燃料電池用の電極触 ... ,. 

媒の設計指針の確立を

｀ 目指しています。

(O
-
蹂謀四認俎累烙
- 化学生命プログラム准教授

松根英樹

出身：長崎県佐世保市
趣味：うンニング
講義：大学教育入門セミナー、基礎科学実験、
無機高分子材料、無機材料化学特論など

専門：無機材料化学

ひとこと
大学時代の生活習慣料研究への取り組み方が、
社会人での土台になって活かされると考えています。
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低温合成を可能とする磁性材料前駆体の調製
► 固相法で合成した磁性材料は、超音波洗浄機の磁歪振動子や
スマートホンのノイズキャンセリング材などに使用されています。

► 磁性材料は湿式法でも合成可能で、大きく3つの戦略で低温合
成が報告されています。ただし、いずれの戦略でも合成メカニズム
を議論した報告が少なく、合成メカニズムは明確になっていません。

► 我々は、金属塩水溶液を強アルカリ水溶液中で急速加水分解
することによって、結果としてアモルファス状態の沈殿物を得ており、

低温合成に好ましい前駆体であることを明らかにしました。（下図）
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急速加水分解によって結果として得られた沈殿物と水熱処理試料の
XRDパターン

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
アルカリ型燃料電池用電極触媒の開発
► 白金以外の触媒開発の研究が進めば、次世代燃料電池
（アルカリ型燃料電池）の開発に役立ちます。
低温合成を可能とする磁性材料前駆体の調製

► 合成メカニズムが明らかになると、類似化合物の合成への応用が
期待されます。また高温環境下での合成を必要としないため、
C屯排出抑制など環境にやさしい試料合成に役立ちます。
どちらの研究も材料合成から評価方法まで幅広く学べます。
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化学によるナノ材料の創生と応用
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出身：福岡
趣味：料理
講義：物理化学1,11,など
専門：ナノ材料／ナノカプセル
ひとこと
不思議なことに，研究は取り組んでい甜升究者の個性
が現れます．たとえ，同口研究テーマでも，しばしば人
によって異なった成果にたどり着きます．もし機会が即1
ば大学での研究に従事して，皆さん自身を表現してみ

研究内容 てください．

機能性物質を内包したナノカプセルの創生
► 酵素などの機能性物質を閉じ込めたナノ
カプセルを製造する方法を新規に開発し
ています．カプセル膜の材料や化学的な
工夫次第で，閉じ込めた酵素が有効に
働くナノカプセルが得られます． これらを利
用したドラッグ・デリバリー・システムや触媒
工学の構築に従事しています．

風

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？

► 極めて細い導線である銀ナノワイヤは透明なプラスチック膜に薄く塗布
することで，フレキシブルな透明導電膜が作製できます．これは次世
代の太陽電池やディスプレーの基板に用いることが期待されます．同
時に，ナノワイヤの発生メカニズムや成長機構を調べることで構造を

制御しつつ，より高効率および低コストの大量合成法の開発ができ
ると期待され，その探求を進めています．

► 酵素は優れた触媒であり，体内の毒物や悪さをする物質を分解でき
ます．しかし，そのまま体内に投与しても，すぐに代謝機構により，

消失します．そこで，ナノカプセル内に閉じ込めた上で血管に投与す
ることで，カプセル膜により代謝や消化の機構から保護でき，体内を
持続的に循環させることができます．その循環過程で，血液中にあ
る毒物や体に悪い物質を掃除させることができます．これまで治療法
が限られていた難病の治療への応用も期待され，患者の治療時の

負担を大きく軽減させることができる，高機能性ナノカプセルの創生を
目指しています．

血誓内

調製したナノカプセルの電子顕微鏡像

自己組織化を利用した銀ナノワイヤの合成

► 銀(Ag)からなるナノワイヤを化学的に大
量合成する手法の開発を行ってます．幅
が100nm前後の細長いワイヤであり，
界面活性剤と一緒に銀イオンを還元する
ことで一度に大量に得られることを見出し

ましたこれを導電材料に用いて，フレキ
シブル透明導電膜の開発を目指していま
す． 調製したAgナノワイヤの電子顕微鏡像
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酵素内包ナノカプセルを用いたドラッグデリバリーシステム
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